
大
宮
駅
か
ら
東
武
野
田
線
に
乗

り
、
住
宅
が
続
く
街
並
み
を
眺
め
て

い
る
と
、

分
余
り
で
駅
に
着
い
た
。
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東
口
の
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
時
計

塔
と
子
ど
も
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
迎
え

て
く
れ
る
。
子
ど
も
や
子
ど
も
連
れ

の
若
い
親
の
姿
が
目
立
つ
、
首
都
圏

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
。
春
日
部
は
、

幼
稚
園
児
が
大
活
躍
す
る
人
気
ア
ニ

メ
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
の
舞

台
で
、
登
場
す
る
「
野
原
一
家
」
が
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
で
住
民
登
録
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

駅
の
そ
ば
に
あ
る
１
９
１
８
年
創

業
の
武
井
箪
笥
（
た
ん
す
）
店
に
入

っ
た
。
桐
た
ん
す
は
江
戸
時
代
か
ら

の
伝
統
を
誇
る
春
日
部
の
工
芸
品

だ
。
２
代
目
店
主
武
井
利
男
さ
ん

（

）
は
「
堅
牢
さ
が
特
徴
。
春
日

79
部
の
た
ん
す
は
持
っ
て
み
れ
ば
ほ
か

と
区
別
が
つ
く
」
と
胸
を
張
る
。

西
口
に
ま
わ
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

一
角
で
、市
物
産
展
示
場
を
眺
め
た
。

ガ
ラ
ス
越
し
に
、
市
内
の
職
人
が
作

っ
た
桐
た
ん
す
や
桐
箱
、
押
し
絵
羽

子
板
、
麦
わ
ら
帽

子
な
ど
を
一
度
に

見
ら
れ
る
。
豪
華
に
装
飾
さ
れ
た
羽

子
板
や
カ
ラ
フ
ル
な
麦
わ
ら
帽
子
な

ど
、
見
て
い
て
飽
き
な
い
。

近
く
の
和
菓
子
店
「
ち
ぐ
さ
」
で
、

羽
子
板
を
か
た
ど
っ
た
「
羽
子
板
も

な
か
」
、
を
見
つ
け
、
買
っ
て
み
た
。

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
小
豆
あ
ん
を
味

わ
い
な
が
ら
、

分
ほ
ど
歩
く
と
市
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郷
土
資
料
館
に
着
い
た
。
か
つ
て
日

光
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
と
い
う
粕
壁
宿
の
模
型
な
ど
を
展

示
し
て
い
る
。
旧
日
光
街
道
は
、
百

貨
店
や
商
店
街
が
並
ぶ
春
日
部
大
通

り
だ
が
、
蔵
造
り
の
建
物
も
残
さ
れ

て
お
り
、
宿
場
町
の
面
影
が
感
じ
ら

れ
る
。

古
利
根
川
に
架
か
る
橋
の
上
を
公

園
に
し
た
「
古
利
根
公
園
橋
」
（
全

長

ｍ
）
で
一
休
み
。
公
園
内
に
、

79
馬
車
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
。
明
治

中
期
、
馬
で
引
く
「
千
住
馬
車
鉄
道
」

が
、
春
日
部
か
ら
千
住
町
（
東
京
都

足
立
区
）
ま
で
を
結
ん
で
い
た
と
い

う
。
公
園
か
ら
蔵
が
見
え
た
。
宿
場

町
か
ら
商
工
業
地
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

ヘ
と
移
り
変
わ
る
街
に
、
時
の
流
れ

を
感
じ
な
が
ら
、
帰
途
に
つ
い
た
。

（
春
日
部
支
局

八
木
陽
介
）

メ
モ

市
物
産
展
示
場
は
、
約

年
前
に
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市
が
設
置
し
た
。
市
内
の
桐
た
ん
す
、

桐
箱
、
羽
子
板
、
帽
子
の
４
組
合
、

和
菓
子
店
、
製
め
ん
所
な
ど

業
者

12

が
出
品
し
て
い
る
。
市
郷
土
資
料
館

の
開
館
時
聞
は
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時

分
。
入
館
無
料
。
月
曜
と

45

祝
日
は
休
館
。

東
武
伊
勢
崎
線

野
田
線

春
日
部
駅
（
春
日
部
市
）

宿
場
町

面
影
残
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン


